
英語英末文学研究 第17号 (2009)1-22

ハムレットの"conscience"に関する一考察1)

五 十 嵐 博 久

OnHamlet'sConscience

Hirohisalgarashi

Abstract

"【Clonsciencedoesmakecowardsofusall,"saysHamletinoneof

hissoliloquleS.Knowingthatwreakinghavocandrevengeon仙eDan-

ish仙roneisasinfulact,butunabletoresisttheGhost'sexhortations,

Hamletdesirestotamehisimaginationandendhisvilespeculationby

committingsuicide.This,however,isnotdonefor"conscience"sake.

OverallinHamlet,"conscience"isportrayedasasacredvirtue,whose

functionistodirecthumanactionstowardstheDivineWill.Andyetitis

equallyremarkable血atthesame"conscience"doesnotpreventHamlet

h･omarranginghisfriends'death.Thusconsciencebearsatoncesacred

andsacrilegiousaspects.Thispaperpointstothisdouble-sidednessof

"conscience"inHamlet,anddiscussesitintermsofthecontextinwhich

Shakespearesharpenedhisartofequivocation.

『ハムレット』3幕 1場の有名な T̀obe,ornottobe"独自の末尾に,吹

のような箇所がある0
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1℃usconsciencedoesmakecowardsofusall,

Andthusthenativehueofresolution

lssickliedo'erwiththepalecastofthought,

AndenterprisesOfgreatpithandmoment

Withthisregardtheircurrentsturnawry,

Andlosethenameofaction. (Hamlet3.4Fl.85-90)2)

亡霊によって命じられた復讐と,その復讐によって達成される王権纂奪

という行為が,キリスト教の聖なる法に反する行為であることから,そ

れを成し遂げることができないと悟るハムレットは,罪深い自分の命を

絶つことを考える｡しかし,自殺も,また,キリスト教が禁じている行

為であることから,それも達成することはできない｡ハムレットにその

ことを教示 し,彼を,いわば聖なる方向へと導いているのは罪への意識,

つまり"conscience''である｡『ハムレット』という芝居は,荒っぽい解釈

をすれば,罪深き主体が,その内なる ｢良心｣の声に従ってL坤L､を成し

遂げてゆく過程を描いた ドラマといえるだろう｡しかし,テクス トをよ

く読んでみると,どうやら,ハムレットの "conscience"は,主体を聖な

る方向へのみ導いているのではなく,同時に,悪なる方向へも導いてい

るかのように読める｡つまり,シェイクスピアは,"conscience"という語

に表裏する二つの意味を持たせていると考えられる｡本論考は,その点

を明らかにするものである｡

1. ハム レッ トの 〟conscience''と聖パウロの教 え

まず,"conscience"という言葉に注FlLてみよう｡

シュミットは,シェイクスピアの作品に使われる"conscience"という

単語に二つの定義を与えているO-つUは,｢自分自身の行動についてな

される,無意識の遺徳的判断｣("theinvoluntarymoraljudgmentofour

ownaction")｡もう一つは,｢包鹿的な意味での意識,私的な判断,又は
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心の奥深 くにある思想｣("consciousnessingeneral,privatejudgment,

inmostthoughts")である3㌧C.T.オニオンズは,"conscience"の意味を

さらに細かく分類 している｡

I Consciousness,inward knowledge,inmost
thought,internal convictionH54.1.118Bymy
troth,IwiltspeakTnyCOTZSCicnαOftheKing,WT
3.2.46,CyM1.6.116.
2Soundjudgement,reasonablenessTIM2.2.175
CktnstthoutheconscienceLackTothinklshaLILack
frieTds?
3Regardfわrthedictatesofconscience,conscien･
tiousnessWT4.4.646ZndbedZhavehadearnest,but
lcannotwithcoTWCiencelqkez't,OTn3.3.203.
4Matteraboutwhichscmplesareorshouldbe
feltJN4.2.229Andthou...Ma(おitnocoTWCieTICetO

dkstroyapriTWe.

(C.TOnions,AShakespeareGlossaryより)4)

この二人の学者の見解を大きくまとめると,要するに,シェイクスピア

の言う"conscience"とは,｢意識するか否かに関わらず発生する観念｣で

ある,ということができる｡シェイクスピアの "conscience"に関して一

つ特徴を挙げるとすれば,それは,彼の作品には,明らかに `̀conscience"

を有する人物達と"conscience"を有きない人物達とが描かれていて,

"conscience''を有する人物達は,例外なく皆,キリスト教徒ないしはキリ

スト教化された人物達であるということである｡ユダヤ人であるシャイ

ロックや未開人種キャリバンに"conscience"はないr｡また,社会共同体

にとっての他者である亡霊や,魔女,それに,悪魔や身分の与えられて

いない人物達は,通常は,"conscience"を有していない｡つまり,シェ
lタ

イクスピアのいう"conscience"とは,キリスト教徒にとってのそれとい

うことになる｡

近代初期のキリスト教徒にとって,"conscience"という言葉はある一

人の人物像と結びついていた｡ユダヤ人として生まれ,後にキリスト教

徒へと改宗し, 卜二使徒の-･̂ となった聖パウロ (St.Paul,紀元1年-64
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午)である｡キリス トが十字架刑に処せられた二年後,旅の途中で神の

声を聞いたというパウロは,劇的な回心を経験 した｡その後は,数々の

苦悩に耐えながら,イエルサレム,カイサリア,ローマなど,東西ヨー

ロッパの広い地域にて布教活動を行なったoそのパウロの思想の中核を

成す概念の一つが "conscience"である.

『新約聖書』の全篇を通じて,"conscience'書,という語は計30回使用され

ている｡そのうち25回はパウロが執筆 した部分に見られる｡パウロは,

ス トア派の考えや法律を遵守するユダヤ教の教えを取 り入れ,"con-

science"という語に新たな意味合いを与えた｡そもそも,"conscience"と

いう語の起源は,紀元前5世紀頃,アブデラの原子論者デモクリトス (C.

460-C.370B.C.)が用いた"C｡nscientia"という語に求められる5)｡デモ

クリトスの "conscientia"は,｢堕落 した生活や行動に対する意識｣

("senseofconsciousnessofevillifeorbehaviour"),つまり,すでに行っ

てしまった悪事について反省的に起こる罪悪感を意味していた｡ローマ

時代になると,"conscientia"という語はキケロやセネカなどのス トア派

の哲学者によって使用されるようになったのだが,｢悪事を行う前に,ま

たは,その後に生 じる意識｣("antecedentorconsequentconsciousness

ofevil")という意味で使われるようになった｡『旧約聖書』には,エホバ

の法律を遵守する意識は,"heart"と"loin"に宿 り,｢神｣の眼差しがそ

れらを見透かしているという考え方がある｡しかし,これはストア派の

いう"conscientia"ではなく,ヘレニズム文化の影響を色濃く受けたもの

で,デモクリトスのいう"conscientia"により近いものである｡アダムと

イヴが経験する罪悪感は,禁断の実を食する前に生じることはない｡一

方,パウロのいう"conscience"は,ユダヤ人にとっての法律のように

悪なる行為を禁じる道徳観といえる｡パウロが書いた次のような聖書の

パッセージに,それを確認することができるo

lfanymanthatbelievenotbidyoutoafeast,andyebedisposedto

go;whateverissetbeforeyou,eat,askingnoquestionforconscience
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sake./Butifanymansayontoyou,Thisisofferedinsacrificeunto

idols,eatnotforhissakethatshewedit,andforconsciencesake:for

theearthistheLord'S,andthefullnessthereof‥.

(1Cor.10.27-28)6)

キリス ト教徒の言う"conscience''とは,パウロの言う"conscience"とい

うことになる｡カトリック神学者の E.マックマホンは,

Theconceptofconscienceasakindofotherself,Criticalvoice

withinoneassessingthemoralityofaconcr& situation,findsits

clearestBiblicalexpressioninSt.Paul.7)

と述べている｡

宗教改革によってプロテスタンティズムがしだいに広 く普及しつつ

あったシェイクスピアの時代,パウロの教えは,人々の精神形成の核を

成すものであったoウイリアム ･パーキンズは,"conscience"を,それ

によって人が自分の思いを,反省的に考える内なるもう一つの知と捉え,

それは,人と神との関わり合いの中にのみ生 じる ｢賜物｣(g脆)である

と述べている8)｡日本語の ｢良心｣という言葉は,性善説を唱えた孟子に

由来し ｢人間が生来もっている善意｣を意味するが9),パウロの教えで

は,それは信仰によって生じるものとされる｡パーキンズは,｢神｣を信

仰しない人の "conscience"は ｢悪賀｣なものだが,信仰によってそれは

｢善良｣なものとして更生する,と述べている川)｡シェイクスピア時代の

人々のいう"conscience"は,キリスト教信仰と深く関わっているという

点において,日本語の ｢良】tL､｣とは,性質が異なっていたoハムレット

が経験する"conscience"は,孟子のいう ｢良心｣ではなく,パウロのい

うキリスト教徒の"conscience"なのである｡

初期近代のイギリスにおいて,パウロの生涯が極めて馴染みの深い話

題であったことは,いわゆる v̀IlleDigbyPlays"として硯存する芝居の-
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蘇,｢パウロの回心｣(TheConveysionofSt.Paul)の存在がそれを裏イ車ナ

ているIl)｡また,シュイクスピア時代のロンドンには,パウロの名に因

んで,1310年までに約300年の歳月をかけて建築された荘厳なるゴシック

建築の寺院 (St.Paul'sCathedral)が座を占め,人々の憩いの場であると

同時に,文化活動の中心地ともなっていた｡〕1561年には.落雷で一部が

倒壊 した聖パウロ寺院の補修工事に対し,エ〃ザベス女王御自らが多額

の出資をおこなっている｡すでに約20万人の人口がヨーロッパの地域は

おろか世界申から集結し,他民族が共存する壮大な商業都市を形成して

いたロンドンでは,治安を維持し,そして,王権を維持するために,聖

パウロの名に因んだこの荘厳なるゴシック建造物がその機能を有してい

たと考えられる01611埼己に措かれたロンドンの烏厭図を眺めていると,

必ずといってよいほど,聖パウロ寺院が大きな存在感を有しているのは,

そうした理由からだろう｡

シェイクスピアの 『リチャー ド三世』には, くどいほど何度も"St.

paul"の名が出てくる12)｡王位継承者を次々に殺戟し,王権を纂奪してゆ

くリチャー ドは,パウロの存在を意識するにつれ,その心に"conscience"

が沸き起こるoそして,その "conscience"は,T)チヤー ドの心に罪の意

識を植え付けている｡このことは,シェイクスピアの観客が,"con-

science"をパウロと関連付けていたことを示唆している｡パウロの "con-

science"に関する考えの一端は,｢ローマ信徒への手紙｣の次の-一節に窺

えるだろう｡

LETeverysoulbesubjectuntothehigherpowers.Forthereisno

powerbutofGod:thepowersthatbelsic.]areordainedofGod.

Whosoeverthereforeresisteththepower,resisteththeordinanceof

God:andtheythatresistshallreceivetothemselvesdamnation.

Forrulersarenotaterrortogoodworks,butto'theevil… Wh ere-

foreyemustneedsbesubject,notonlyforwrath,butalsoforcon-

sclencesake. (Ron.XIIr,115)
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王侯貴族や聖職者の身分は ｢神｣によって決められたものであるから,

何人もその自由意志によってそれを侵してほならないという教えは,マ

キアヴェリ思想の流入によって脅かされつつあった王権にとって,その

存続の根拠として利用されていた｡王を殺害し,王権を奪う行為は,そ

の日的が,仮に,｢外れた世の関節｣を直すという聖なる目的のためであ

るにせよ,それを個人の自由意志によって達成しようとする限りにおい

ては,テロリズム的行為であることに違いはない｡ハムレットの心の内

奥に波のように起こる"conscience"が,彼の行動を阻止するのであるo

ある視角から眺めると,『ハムレット』は ｢回心劇｣として読むことが

できるだろうし,また,殉教者パウロの寓職として解釈することもでき

るだろう｡営内大臣の庇護を受けていたシェイクスピアの一座にとって,

王権がその根拠としていた宗教思想を広く普及し,｢神｣の代理者たる国

王を礼賛する儀礼的要素が芝居の核を成していることは,劇作家が何よ

りも重視すべき規律であった｡つまり,パウロのいう"conscience"に従

うことこそ義の人への道であるというモラルが教示されていることは,

芝居の大原則であるといえる｡しかし,冒頭に述べたように,ハムレッ

トの "conscience''は,少なくとも,その一面において,人を非道へと誘

う悪なる意識であるようにも読めるのだ｡すなわち.ある見方をすれば,

『ハムレット』は"sacredtext"ではないということだ｡以下,テクスト

に別して,その点についてみてみよう｡

2. 本文における 〟conscience''の使われ方

『ハムレット』において"conscience"という言葉がでてくるのは,すで

に引用した3幕 1場の独lE]'転面だけではない｡"Conscience"は作品の

キーワードの一つとなっていて,テクストには合計8回使用されているO

すでに引用した例を除く他の7つの例について確認してみよう｡

まずは,2幕 2場282行目｡ハムレットはこう言う｡



fl十 嵐 博 久

ThespiritthatIhaveseen

Maybethedevil,andthedevil…

Abusesmetodamnme.rllhavegrounds

Morerelativethanthis.Theplay'S仇ething

Wh ereinI'llCatchtheconscienceofthdtKing.Exit

(Hamlet2.2.575-82)

旅役者達の演技からハムレットはある着想を得ている｡ハムレットが出

会った亡霊が,人間を編す悪魔である可能性が否定できない以上,その

亡霊が述べたことが真実であるという確信は持てないし,また,亡霊に

従って復讐を成し遂げることは.彼自身の "conscience"に反する行為で

ある｡芝居を王の `̀conscience''を照らす鏡として利用すれば,それに

よって王の心に `̀conscience"を見出すことができると,ハムレットはこ

こで考えている｡王が,"conscience"の働きによってその罪を告白したと

き,はじめて,ハムレットはデンマークの君主として王を裁 くことがで

きるのである｡

次に,3幕 1場52行 目｡クローデ ィアスがその傍 白の中で "con-

science"を使用している｡

lAside] Howsmartalashthatspeechdothgivemyconscience.

Theharlot'scheek,beautiedwithplast'ringart,

Isnotmoreuglytothethingthathelpsit

Thanismydeedtomymostpaintedword. (Hamlet3.I.52-55)

ハムレットの憂欝の原因は破れた恋のせいであると信 じるボローニアス

が,そのことを王の御前にて証明する計画を持ち出すOオフィーリアに

娼婦のような化粧をさせ,芝居 じみた台詞を覚えさせてハムレットを待

たせ,二人の対話を蔭で立ち聞きしようという,その場面で発せられる
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クローディアスの台詞がこの引用である｡クローディアスのいう"that

speech"とは,本文ではこの引用のすぐ前に印刷されているボローニア

スの台詞

Weareo氏toblameinthis･.

'Tistoomuchprovedthatwithdevotion'Svisage

Andpiousactionwedosugaro'er

Thedevilhimself. (Hamlet3.1.48-51)

を指 している｡ボローニアスの この台詞がクローデ ィアスの "con-

science"を痛 く鞭打っている,というのである｡

次に "conscience"が出てくるのは,4幕 5場128行目｡ レアティーズ

の次の台詞である｡

Howcamehedead? Ⅰ'11notbejuggledwith.

Tohell,allegiance!Vowstotheblackestdevil!

Conscienceandgracetotheprofoundestpit!

(Hamlet4.5.126-28)

クローデ ィアスがボローニアスを殺害 した犯人であると信 じるレア

ティーズが,クローディアスに対 してこのように怒鳴りつける｡この台

詞に見える"【C]onscienceandgrace''は,文法的にはヘンダイアデイスで

あるから,"grace血llconscience"という意味に解釈すべきであろう｡その

ようなものなど地獄の底 ("theprofoundestpit")に沈んでしまえと,レ

ァティーズは言っている｡ろまり,その心のうちに沸き起こる"C｡unter_

conscience"と呼ぶべき復讐心に従う決意を表明しているのである｡また,

この場面では,デンマークの民衆もレアティ-ズの決意を強く支持 して

いる｡すなわち,デンマーク全体が "conscience"を失い,罪一色に染

まっている- 言い換えれば,亡霊によって王国が崩壊へと導かれてい
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ることを意味している｡

ここでレアティーズが消 し去ろうとしている"conscience"は,クロー

デ ィアスによって再び彼の心に呼び起 こされる｡それが,次の "con-

science''が出てくる4幕 7場 1行目の台詞である｡

Nowmustyourconsciencemyacquittinceseal,

Andyoumustputmeinyourheartforfriend, (Hamlet4.7.112)

"conscience"に苛まれている罪人であるという点で,レアティーズとク

ローディアスの二人は共通している｡レアティーズに起こる復讐心の矛

先をハムレットの方へ向けようとするクローデ ィアスは,皮肉にも,そ

の復讐心にとって最大の障害となる"conscience"をレアティーズの心に

呼び覚ましてしまう｡そして,その "conscience"は,彼の怒 りを鎮静化

してゆ く｡教会でハムレットの喉 を掻 き切 って ("cutllisthroati'

仇'church")復讐を遂げたいなどと表明するものの,その後のレアティー

ズを突き動かすことになるのは復讐心ではなく,"conscience"と,それに

よって生 じる王権への "allegiance"ということになる｡

5幕 2場240行目に,5つ日の"conscience"が出てくる｡毒の塗られた

剣先で,今 まさにハムレッ トを切 りつけようとするその瞬間, レア

ティーズはこう言う｡

LAERTES【asidetoCIJAUDIUS]Mylord,Ⅰ'llhithimnow.

KINGCIAUDIUS【asidetoIAERTES】 Idonotthink't.

LEARTESlaside]An dyet'tisalmost'gainstmyconscience.

(Hamlet5.2.238140)

クローディアスこそ悪の根源であったことが判明した今,正統なる君主

であるハムレットを殺すことは神への反逆行為である｡"Conscience"と

いう語を含むこのレアティーズの傍白の一行は,そのことを言い表すも
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のである｡一方,クローディアスの方も,もはや "conscience"の何章に

耐えることが可能な状況ではない｡ハムレットに飲ませるつもりであっ

た毒杯をガ- トルー ドが飲んでしまったことで,もはや ｢神｣の裁 きを

逃れることは出来ないと悟ったクローディアスには,それ以 上の悪事に

ついて策を講 じることはできない｡クローディアスのその心理状態が,

彼の "Idonotthink't''という言葉に巧 く表れている｡以上の5つの例を

見る限りでは,"conscience"は聖なる秩序を形成してゆく,善良なる観念

として機能していることが確認できるだろう｡

しかし,5暮2場59行目と68行目にある2つの "conscience"は,上の

5つの例とは別の印象を与えるものである｡

HORATIOSoGuildensternandRosencrantzgoto't.

HAMI.m Wh y,man,theydidmakelovetothisemployment.

Theyarenotnearmyconscience.Theirdefeat

Dothbytheirowninsinuationgrow

'Tisdangerouswhenthebasernaturecomes

Betweenthepassandfellincens占dpoints

OfmiglltyOpposites.

HORLITIO Wh y,whatakingisthisl.

HAMLETDoesitnot,thinks'tthee,standmenowupon-

Hethathathkilledmyking,andwhoredmymother,

Poppedinbetweenth'electionandmyhopes,

Thrownouthisangleformyproperlife,

An dwithsuchcoz'nage-is'tnotperfectconscience

T.quithimwith左isarm? Andis,tn.tt｡b｡damned

Toletthiscankerofournaturecome

Infurtherevil? (Hamlet5.2.57171)

この場面での "conscience"もそれまで一貫 して使われてきたものと,意
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味の上で矛盾することはない｡罪に支配された暗黒なる世界を,聖なる

方向へと導く意識が "conscience"であるとするなら,クローディアスの

悪企みによって派遣され,その国書をイングランド王へ手渡すことで,

イングランド王の手までを罪に染めようとしている,ローゼンクランツ

とギルデンスターンを殺すことで,ハムレットが "conscience"による誇

りを受けることはない｡しかし,二人はハムレiソトの友である｡ハムレッ

トは友情よりも"conscience"を重んじた結果,二人を殺したことになる

のだoまた,クローディアスの刃が,デンマーク王国の正統なる君主そ

の人に向けられたことを確信したハムレットにとっては,もはや,王を

自らの手にかけて殺すという残忍な行為こそ "perfectconscience"だと

いう｡それまでハムレットに復讐を禁じてきた"conscience"が,その大

義名分とされているのである｡

3. 〟Conscience''の二面性について

『ハムレット』において"conscience"は,二つの意味を帯びているとい

える｡一つは,怒 りや憎悪に毒された人間の心を清め,国家全体に平安

をもたらす善意としての意味Oそして,もう一つは,個々人の有する人

としての情より,キリス ト教徒としての信仰を重んずるべきという合理

性である｡復讐や自殺という行為を閉止するその同じ"conscience"が,

他方では,ローゼンクランツとギルデンスターンを殺すという非道な行

為を各めはしない｡つまり,"conscience"という一見 "fair"なものが翻

ると"foul"な側面を露見させることを,シェイクスピアは示しているの

である｡ハムレットを,仮に,劇中における ｢道化｣と捉えることがで

きるなら,シェイクスピア劇の道化の一つの役目は ｢ことばの遊び人｣

("corrupterofwords")である13)｡道化の存在は,当時,芝居が,いわば

｢関節が外れた世｣を措く無礼講的な時空であったことを物語っている｡

道化の誘発する笑いは,現実世糾 こおける"fair"なるものの "foul"な一

面を提示することによって,一時代的価値観によって自己形成された観
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客のエゴの中において発生する無我への願望とでも称するべきエネルギー

を開放 していたと考えられる｡

シェイクスピアやその時代の観客は,セネカに代表されるス トア派哲

学の影響を強く受けていたから,あらゆる真理に対 しで懐疑的であった

と考えられる｡そのことを裏付ける一つの例が,当時の絵画におけるア

ナモルフォーズと呼ばれる技法の流行である｡自然に見えて一つの明確

な意味を帯びているものが,視点 (perspective)を変えてみるとまった

く予想外の別の意味を帯びてくるのが,そうした絵画の特徴である｡シェ

イクスピアにおける ｢外面｣と ｢真実｣の乗離というお馴染みの トポス

は,この絵画の技法を応用 したものと考えられる｡"Thereisnothing

ei仙ergoodorbad,but仇inkingmakesitso"という不可知論的な哲学を

受け入れるとき,ハムレットの心境は仏教でいう ｢無我｣の境地に限 り

なく近づいていたと考えてよいだろう｡(善と悪)を絶対的なものとし

て解釈するのではなく,判断する側の考え方によるものと解釈するとき,

万物はアンビヴァレントなものとして映る｡シェイクスピアの芝居が し

ばしばそのような視角を観客に提示することを,私たちはよく知ってい

る｡

`̀Conscience"の二面性については,シェイクスピアの大きな関心事で

あったO『ヘンリー五世』がそのことを最も鮮明に映し出している作品で

ある｡1幕 2場には,ヘンリーのフランス領地継承権の要求が正当な要

求であることを根拠付ける議論が展開されるシーンがある｡一見,一般

庶民にとっては高度な歴史的リタラシーが要求されるように聴こえる,

サリカ法の有効性に関するカン夕べ1)-大司教の台詞に,誰にでも理解

できる平凡な言葉で語られた次のような件がみえる｡
lt

NordidtheFrenchpossesstheSalicland

Untilfourhundredone-an d-twentyyears

A氏erdefunctionofKingPharamond,

Idlysupposedthefounderofthislaw,
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Wh odiedwithintheyearofourredemption

Fourhundredtwenty-six... (HenVl.2.56161)

キリスト教を国教とするフランスがサリカの国を獲得したのは,紀元後

- すなわち,キリス トの誕生後- であったと語られているo Lた

がって,サリカ法が,キT)スト教の教えよりgl優先されてほならないと

いうのだ｡また,サリカ法の創始者と考えられているフアラモン王が没

したのは,紀元後426年が経過した時点だから,そもそも,サリカ法は,

フランスがサリカの国を獲得した時点で,すでに効力を持たない法律で

あったというのだ｡カンタベリー大司教がすぐに述べるように,聖書に

は,｢ある人が死に,男の子がいないならば,その嗣業の土地を娘に渡し

なさい｣(民数記27-8)と書かれているので,この教えこそ法律よりも重

視されるべきだというのがその理由である｡要するに,現地の法律など

は無視 し,フランス側から見て女系子孫にあたるプランタジネット家の

ヘンリーにフランスの公爵領を相続させることが正義に反しないと,カ

ンタベリーは主張しているのである｡

結局,ヘンリーは,武力をもってフランス領を求める決断をする｡こ

の芝居において幾度となく強調されるように,戦争が,双方にとって,

多くの戦死者をだし,結果,多くの女達が未亡人となり,多くの子供が

孤児となり,多くの乙女達が婚約者を失うという結果を招 く,極めて非

人迫的な手段であることは,観客と同様,ヘンリー自身もよく理解 して

いる｡ しか し,ヘンリーは,自分の要求が ｢権利 と良心に照 らして｣

("withrightandconscience")正当なものだという結論に達する (1.2.

96)｡結果,｢正義の戦｣という名もと,残虐な手段でフランス領を獲得

することになるが,ヘンリーがその旗印としている"conscience"は,常

に,人を,清 く,人道的に正 しい方向へ導 くものではない｡シェイクス

ピアは,そのことを一人の兵士にこう語らせている｡
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Iamafeardtherearefewdiewellthatdie

inabattle,forhowcantheycharitablydisposeofanything,

whenbloodistheirargument? Now,ifthesemendonotdie

well,itwillbedblackmatterfortheKngthatledthemtoit-

whotodisobeywereagainstallproportionofsubjection.

(H enV4.1.134-38)

大義名分がその味方とはいえ,戦争という殺し合いの場で死んでゆく者

達が,ありがたい気持ちで死んでいくことなど,まず,ありえない｡真

実を言いあてたウィリアムズのこの言葉は,ヘンリーの次の台詞によっ

て応えられるo

Everysubject'sdutyistheKing'S,buteverysubject'ssoulishisown .

Thereforeshouldeverysoldierinthewarsdoaseverysickmanin

hisbed:washeverymoteoutofhisconscience.

(HenV4.1.164-67)

このように語られると,パウロの教えを信仰する者たちにとっては,

"conscience''は美化され,聖なる意識として解釈されることだろう｡しか

し,そのように語るヘンリー自身も,別の場では,

Wearenottyrant,btltaChristianking,

Untowhosegraceourpassionisassubject

As isourwretchesfetteredinourprisons. (HenVl.2.241-43)
∫

などと述べ,大義名分がヘンリー個人の本心に反していることを示唆し

ている｡ある場面において,ヘンリーが ｢地獄の口のような良心｣("con-

sciencewideashell'')などというオキシモロニツクな表現を使う件があ

るが (3.3.90),それは,ヘンリー自身が,"conscience''の二面性を強く
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意識 しているためであろう｡

"conscience"の二面性は,チュ-ダー神話の形成と深 く関与 した政治

的言説である 『リチャー ド三世』においても描かれている｡チュ-ダー

神話形成の過程で他者として規定されてゆくリチャー ドが `̀conscience"
ウ イ/// ンー/

に苛まれる｡1幕 2場の口説きの場面では,未亡人アンの有する信仰心

や "｡｡nsci｡n｡｡"は,.)チヤー ドの毒舌の盲鼻音の前では ｢忍耐の城｣と

はなりえなかったが,終盤になると"conscience"がリチャー ドの精神を

崩壊 させてゆくことになる｡

Myconsciencehathathousandseveraltongues,

Andeverytonguebringsinaseveraltale,

Andeverytalecondemnsmeforavillain. (RichIll5.5.147149)

この場面で,自らを"devil"とさえ称 したリチャー ドが,チュ-ダー神話

が表象する聖なる力に対 して敗北を期すことになる｡しかし,この芝盾

でも,やはり,親客は "conscience"を単眼的には捉えない｡5幕 5場に

おいて,リチャー ドの "conscience"を増幅させているのは亡霊である｡

亡霊 というダークな存在が "conscience"と結びついているという想像力

が,観客の側に喚起されるのである｡そもそも,この芝屈一においてリ

チャー ドの心に"conscience''を植えつけるのは,マーガレットの ｢呪い｣

である (̀Thewormofconsciencestillbegnawthysoul"[1.3.2191.)o

マーガレットは,あらゆる ｢魔女｣の資質を備えた存在として- すな

わち,ダークな存在 として- 措かれている｡つまり,リチャー ドの

"conscience''は奇術によって生じた恐るべきものであると読める｡その同

じ"conscience"が,チュ-ダー王家成立の歴史を物語るこの芝居の言説

において,聖なる秩序をもたらす正義とされているのである｡シェイク

スピアを他の作家と区別する特徴の一つが,彼が得意とする ｢二枚舌｣

(equivocation)の技法である｡

シェイクスピアに影響を与えたと考えられる芝居として,ナサニエル ･
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ウッズの 『良心の葛藤』(1581年刊)が挙げられる｡この芝居の粗筋はこ

うである｡ラテン語に通 じ,聖書を自分で解釈 して議論することのでき

るフイロロガスは,ローマ法王を頂点とするカトリック教に疑念をいだ

く｡その ことか ら:法王の護衛 である ｢食欲｣(Avarice),｢圧制｣

(Tyranny),｢偽善｣(Hypocrisy),｢感覚の誘惑｣(Suggestion)や枢機卿

(Cardinal)らによる脅迫を受け,改宗を迫られる｡ブイロロガスは ｢コ

ンシシェンス｣(Conscience)をその拠所とし 説得に応じようとはしな

い｡"Iwillanswearetoeverydemand,/Accordingtomyconscience,

Goodeswordebeingmywarrand"(1116-7)とか,

SaintPaultomeRomans,ha仇仇isworthysentence

laccompttheafflictionsofthisworldtransitory,

Betheyneversomany,in山llequivalence:

Cannotcontrovailethoseheavenlyglorie: (1526-29)14)

などと主張 し,改宗を拒否する｡ しかし,後半,コンシシェンスが舞台

に登場 し,｢感覚の誘惑｣との問答が始まると,フイロロガスの心には迷

いが生 じ,結局,彼は改宗する｡すると,｢恐怖｣(Horror)が登場 し,

フイロロガスに絶望を経験させる｡そして,その絶望はフイロロガスに

次のような確信を与える｡

KingDavidalwaies,waselect,butIamreprobate,

AJldthereforeIcanfindsmallease,byweighinghisestate.

(2304-05)
1

家臣の妻を見初めて子を儲け,しかも家臣を殺す罪を犯したダビデは,

｢神｣の罰としてその子を奪われはしたが,第二子であるソロモンはそ

の王位を継承するに至った｡そのダビデは ｢選民｣("elect")であったか

ら扱われたのに対 し,今や ｢放済の見込みのない者｣("reprobate")と
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なった自分は ｢神｣に見放された者であると,フイロロガスは言ってい

るのである｡この後,フイロロガスは絶望の淵に追いやられ,自らの命

を絶ってしまう｡

以上が作品の粗筋だが,いくつか興味深い点がある｡一つは,"con-

science"が ｢美徳｣として措かれてはいるものの,それに忠実に生きる

ためには人間の有する自然の情との葛藤を伴吟という点｡もう一つは,

この意識が,他者を規定してしまっているという点である｡ここに,

シェイクスピアへと受け継がれてゆく,アナモルブイツクな視角の原形

を確認することができるだろう｡

このような文脈に戻して 『ハムレット』の "conscience''を考えてみる

と,その輪郭が鮮明になるO-見 "sacredtext"とみえるシェイクスピア
ペ1J/

作品は,じつは,必ずしもそうではなく,異教的なものの考え方を否定

しない包容力を有しているのであるo

Coda

『ハムレット』 という芝居の輪郭をマクロな視点で捉えると,"con-

science"が支配する聖なる秩序の崩壊で幕が開け,その回復をもって幕

を閉じる芝居であるといえる｡というのは,子フォーンブラスがデン

マーク王になることで劇が終了しているからである｡シェイクスピアは,

三つの状況のよく似た復讐プロットを措いている｡ハムレットが父ハム

レットの仇を討つ復讐,レアティーズが父ボローニアスの仇を討つ復讐,

そして子フォーティンブラスが父フォーティンブラスの仇を討つ復讐,

という三つの復讐プロットである｡その三つの復讐は,いずれも達成さ

れずに終ることになるOすでにみたように,ハムレットとレアティーズ

の復讐心が鎮静化するのは,"conscience''の働きによるものであるが,そ

の同じことはフォーティンブラスの復讐心について一もいえるo幕開けの

シーンにおいてデンマークの兵士達が,安息日を返 ヒしてまで国家の防

衛を強化していた理由は,復讐心に燃えるフォーティンブラスによる脅
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威から国家を守るためであった｡ しかし,4幕 4場に登場するフォー

ティンブラスは,それまで措かれてきたような復讐鬼ではない｡藁 しべ

ほどの価値 しかない領地を獲得するために,数千の兵を率いて戦いに挑

もうとしている｡かつて,"tU]nimprovedmettlehotandfu11''(1.1.95)

に駆 り立てられていた王子が,今や "divineambition"(4.4.39)15) に

よって導かれてゆ く姿を,観客は目撃するのである｡つまり,フォー

ティンブラスも,ハムレットやレアティーズと同じ変容を遂げたといえ

るだろう｡フォーティンブラスがデンマークの王位継承者として,ハム

レットの "dyingvoice''(5.2.298)を受けることになるのは,彼が `̀con-

science"によって支配された人物であることをハムレットがその身をもっ

て認識 したからであるといえる｡フォーティンブラスがデンマ-クの王

位を継承することによって,｢世の外れた関節｣が戻ってゆく｡- これ

が 『ハムレット』という芝店のマクロな構造である｡つまり,『ハムレッ

ト』という芝居は "sacredtext"としての構造を有しているといえるだろ

う｡

しかし,ハムレットは,その生涯のス トーリーを未来へと語 り継 ぐ弁

士としてホレ-ショ-を任命する｡このことが,芝居の "sacredtext''と

しての構造を脱構築 してゆく｡ハムレットが ｢心の友｣ と呼ぶホレ-

ショーは,亡霊という"conscience"を有さない他者に対 し,真勢に理解

を示そうとする唯一の人物であるo"Conscience"を絶対とする道徳観念

を離れ,｢[=二は目を｣というハンムラビ法的正義の視点から,キリス ト

教徒の聖なる世界を傍観する視覚を,彼は有 している｡ホレ-ショーの

その学者的態度は,どこか,ベ ドラムの トムに扮するエ ドガ-を ｢学識

あるテ-ベ人｣(Lear3.4.145)と呼び,必死にその意見を求めようとす

るリアの ｢狂気｣を想起さ1-ttる16)o Lか し,その ｢狂気｣ゆえに,ホ

レ-ショーは,"conscience"が "fair''でかつ "foul"であることを看破する

ハムレットの唯一の友 とされるのである｡未来-と継承されるハムレッ

トの物語に,ホレ-ショーの視点が加わることで,テクストはその構造

を自ら脱構築してゆくのである｡
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冒頭に引用 した T̀husconsciencedoesmakecowardsofusall"には,

表裏する二つの意味が込められているといえる｡一つは,いうまでもな

く,｢こうしてコンシェンスが人を埠昼仁二と旦｣という意味｡その裏に広

が りをみせるもう一つの意味 として,｢こうしてコンシェンスは人を卑

怯者にする｣ というものがあるだろう｡その第二の意味は,それを,パ

ウロの亡霊による呪縛か ら開放された未来0塞売者によって,テクス トが

ひもとかれるとき,含蓄を帯びて くるといえる｡これは,王権 を礼賛 し
か

賛美する芝居を書 くことが要求されていた彼の時代には,亡命を余儀な

くされた "conscience"の一つの意味を,文化的他者である私達に託そう

とするシェイクスピアの巧妙な ｢二枚舌｣によるものであると考えられ

る｡
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elsewhere:McGraw-HillBookCompany,1967),196-203,197｡また,以上の

パラグラフに記された情報は,この同じ記事によるもの｡

8)ThomasF.Merrill,ed.WilliamPerkins1558-1602EnglishPuritanist.lHis

PioneeringWorksonCasuistry:"ADiscourseofConscience"andL̀TheTm10le

TreatiesofCasesofConscience"(Nieuwkoop&B.DeGraaf,1966),7.

9)｢君子章句上｣8に孟子のこの考え方が明示されている0

10)ThomasF.Merrill,ed.mlliamPer:bins,44.

ll)オクスフォー ドのボ ドレ-図書館に所蔵()FrederickJamesFurnivall,The

DigbyPlays.･WithAnIncomplete'Morality'ofWisdomWhoisChrist(I,ondon:

KeganPaul,Trench,Trubner&C0.,1896)にて読むことができる0

12)パウロの名は,テクス トには合計 7回使用されていて,そのうち6回はリ

チャー ドの台詞にみえるoまた,いくつかの場面は,聖パウロ寺院付近にて

起こることも,この芝尻の特徴の一つとなっている0

13)『卜二夜』の3幕 1場31行目に,道化フェステが自分の役 目はオリヴイアの

"corrupterofwords"であると定義する有名な件がある｡｢ことばの遊び人｣

は,小円島訳を借用 したもの｡

14)引川は,TheConPictofConsciencebyNatham'elWoodes1581 (London:The

MaloneSocietyReprints,1952)による｡

15)4.4.39は Q2のみに存在する行であることは断っておかなければならない0

16)Shakespeareの描 く ｢狂気｣は視点を変えれば ｢p*A_気｣でもある｡これも

Shakespeare流の "equivocation"であろうo
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